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参考:地震の概要
▌発生日時
 令和3年2月13日23時07分

▌震源および規模（暫定値）
 場所:福島県沖（北緯37 度43.7 分、東経141 度41.9 分）
 規模:マグニチュード7.3（暫定値）
 震源の深さ:55ｋｍ（暫定値）

▌各地の震度（震度6弱以上）
 宮城県

• 震度６強 蔵王町
• 震度６弱 石巻市 岩沼市 登米市 川崎町 亘理町 山元町

 福島県
• 震度６強 相馬市 国見町 新地町
• 震度６弱 福島市 郡山市 須賀川市 南相馬市 伊達市 本宮市 桑折町 川俣町 天栄村 広野町 楢葉町

川内村 大熊町 双葉町 浪江町

▌津波
 この地震による津波被害の心配はなし。

出典:内閣府 防災情報のページ
http://www.bousai.go.jp/updates/r3fukushima_eq_0213/index.html













４．SNS解析についてこれからの取り組み
ー災害時の投稿の標準化ー
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対象SNS ~何故、TwitterとLINEを対象としているか~

2019年度国内利用者数 利用率 投稿種類
①LINE 8,200万人 95.6％ テキスト（＋画像/動画）
②Twitter 4,500万人 79.8％ テキスト（＋画像/動画）
③Instagram 3,300万人 67％ 写真・動画 テキスト文字数少
④Facebook 2,600万人 15.8％ テキスト（＋画像/動画）

参考 海外利用者数

・Facebook約20億人
・Instagram約10億人
・TikTok約10億人
・Twitter約3億人

▌国内の利用者数と世界の利用者数の傾向は異なる
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